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計
画
書
を
閲
覧
で
き
ま
す

次
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
様
々

な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
能

力
を
発
揮
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
る
こ
と

②
社
会
制
度
や
慣
行
に
つ
い
て
配

慮
さ
れ
る
こ
と

③
方
針
の
立
案
や
決
定
に
平
等
に

参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る

こ
と

④
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
そ

の
他
の
活
動
と
の
両
立
に
つ
い

て
配
慮
さ
れ
る
こ
と

⑤
あ
ら
ゆ
る
教
育
や
学
習
の
場
に

お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ

れ
る
こ
と

⑥
国
際
的
な
理
解
及
び
協
調
の
下

に
推
進
さ
れ
る
こ
と

●
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
安
全
確
保
、
Ｄ

Ｖ
被
害
者
へ
の
自
立
支
援

●
科
学
分
野
へ
の
関
与
支
援
の
実
施

●
環
境
分
野
へ
の
学
習
支
援
の
実
施

●
若
年
層
の
自
立
支
援
の
充
実

●
貧
困
な
ど
生
活
困
難
家
庭
へ
の

支
援
の
充
実

●
市
の
審
議
会
等
委
員
に
お
け
る

女
性
委
員
の
割
合
を
高
め
る

（
20・５
％
↓
30
％
）

●
市
男
性
職
員
の
育
児
休
業
等
取

得
人
数
を
増
や
す（
３
人
↓
８
人
）

●
子
育
て
環
境
充
実
の
た
め
、放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
数
を
増

や
す（
15
ク
ラ
ブ
↓
19
ク
ラ
ブ
）

平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
１

月
に
、
本
計
画
（
案
）
に
対
す
る

意
見
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、
ご

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
次

の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
（水）
〜
30
日
（木）

●
場
所　

市
役
所
（
１
階
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
市
民
協
働

課
）
、
雁
宿
ホ
ー
ル
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
（
本

館
・
亀
崎
）
、
各
公
民
館

～誰もが生きる喜びにみちたまちに～
第２次半田市男女共同参画推進計画

【後期分】を策定しました
【問合わせ】 市民協働課　８４-０６０９

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

結
果
を
ご
報
告
し
ま
す

　３つの基本目標を柱に課題を設定し、達成をめざします。

計画の体系

平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
次
半
田
市
男
女
共
同
参
画
推

進
計
画
」
（
10
年
計
画
）
に
つ
い
て
、
後
期
５
年
間
の
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
、
事
業
内
容
や
目
標

値
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。
今
後
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
総
合
的
な
計
画
と
し
ま
す
。

計
画
の
期
間

新
し
い
取
り
組
み（
後
期
分
）

主
な
目
標(

平
成
31
年
度
達
成)

基
本
理
念

平
成
２７
年
度
〜
３１
年
度

（
平
成
２２
年
度
か
ら
１０
年
間
の

後
半
５
年
分
）

男女共同参画と
人権尊重の
意識づくり

誰もが参画する
まちづくり

誰もが働きやすい
環境づくり

※女性に対する暴力の根絶に関する部分を「半田市ＤＶ対策基本計画」とします。

基
本
目
標

計画を進めるために、すべての職員が男女共同参画社会の形成を目指すと
いう共通認識を持ち、各団体と行政が連携を図っていきます。

①男女共同参画意識の向上
②女性・子ども・高齢者に対する暴
力等の根絶（※）

③人権尊重意識の高揚
④生涯を通じた心身の健康づくり

①政策・方針決定の場における男
女共同参画の推進

②家庭・地域社会における男女共
同参画の推進

①就業環境の整備とワーク・ライ
フ・バランスの促進
②子育て・介護への支援


